


P R O G R A M

●エントランスホールは、参加団体による活動や八重山の写真などのパネル展示をします

開 催 趣 旨

受付開始・入場12：30

開会　　        　総合進行　　　　  ＦＭいしがきサンサンラジオＤＪ

主催あいさつ　  研究会代表   　　  松下 潤

共催あいさつ  　石垣市副市長　　  黒島 健

来賓あいさつ　  内閣府沖縄総合事務局　 木下 誠也

13：00～

～サンゴ礁と農業の共存をめざして～
岡本 峰雄（東京海洋大学）　　　赤松 良久（琉球大学）

藤咲 雅明（日本生態系協会）　　大澤 和敏（宇都宮大学） 

入嵩西 正治（石垣島ファーマー)

ハード班 トークセッション13：15～

～サンゴ礁を守る美ら島産業のゆい～
松下 潤（芝浦工業大学）　　      小濱 哲（名桜大学）

那須 清吾（高知工科大学)　　　  安谷屋 隆司（琉球大学）

宮本 善和（中央開発）

ソフト班 トークセッション14：00～

休憩14：40～

加藤 登紀子 ミニ・ライブ14：50～

閉会17：00

本フォーラムで発表する内容は、国土交通省建設技術研究開発費補助を受けた研究成果をもとにしています。

提言　池田 駿介（東京工業大学）

コーディネーター　池田 駿介（東京工業大学）

パネリスト　　  　 大　 長照（石垣市長)　

　　　　　　　　　宮里 安一（八重山青年会議所）　

　　　　　　　　　砂川 拓也（石垣市在住営農者)　

　　　　　　　　　木下 誠也（内閣府沖縄総合事務局)　

　　　　　　　　　安田 直人（環境省那覇自然環境事務所)　

　　　　　　　　　山城 毅（沖縄県農林水産部営農支援課)　

　　　　　　　　　加藤 登紀子（石垣市さんご大使・歌手)　

コメンテーター　   恵 小百合（江戸川大学）

～美ら海・美ら島の環境を未来につなぐ～ 
パネルディスカッション15：20～

　私どもの｢美ら島 流域経営･赤土流出抑制システム研究会｣では、2005年より3年間、沖縄･石

垣島の貴重な環境資源であるサンゴ礁を、陸域から発生する赤土土壌や栄養塩（肥料・家畜ふん

尿･汚水等）による汚染から守るため、『海と陸の連携』（うみ とう ぬー）という視点にたち、八重

山地域における望ましい社会システムのあり方について研究を続けてまいりました。

　そのなかで、ハード班では、特に営農対策や農地利用方策による赤土・栄養塩流出抑制効果の

違いやそれに伴うサンゴ礁海域のサンゴ幼生着床度からみた健全性への影響について科学的な分

析を行い、‘サンゴ礁との共存をめざした農業のあり方’についての検討を進めました。また、ソフ

ト班では、農業としての生産性と赤土･栄養塩の流出抑制効果が両方ともに高い循環型農業、‘空の

駅’による消費者への特産品の直接供給、さらには食と健康を通した観光業等との連携や基金制度

などの支援方策について分析を行い、‘サンゴ礁を守るための島の産業の結い’についての検討を

進めました。

　この結果、沖縄県の赤土等総合プログラムや環境省の石西礁湖自然再生事業など行政面の今

後の新たな取り組みも視野に入れながら、島の将来に向けた提案に繋がる研究成果を得ることが

できました。

　そこで、これらの研究成果をもとに、地域の方々とともに‘未来につなぐ美ら島の産業のあり

方’を考えるため、地元の｢美ら海のサンゴと美ら島の産業を未来につなぐ会｣の諸団体との連携

のもとに、フォーラムを開催いたします。

　このフォーラムが、島の長期的な持続、振興に向けた『自然共生型流域経営』、すなわち陸域

から海域への赤土･栄養塩の流出を抑制するために必要な今後の社会基盤づくりの手掛かりとな

ることを願う次第です。


